■大阪府立病院機構　第２期中期目標の方向性について











１．めざすべき基本理念





３つの基本理念を承継


(１) 高度専門医療の提供・府域の医療水準の向上


(２) 患者・府民の満足度向上


(３) 安定的な病院経営の確立





２．中期目標の方向性








・第1期の不良債務解消の達成に目処


　　⇒第2期からは


「収益を将来に向けた投資に活用」














(１) 感染症対策や救命救急医療の強化など、新たな政策医療課題への対応


(２) 診療機能を充実し、より多くの府民に質の高い専門医療を提供


(３) 医師等の医療人材を確保・育成するための取り組みを強化


・教育研修施設の充実、医療従事者にとって魅力ある病院づくり　など


(４) 施設整備や医療機器更新のための投資を重点的に推進


・精神Cや成人病Cの建替え、医療機器の更新、施設設備の改修　など


(５) 患者・府民の満足度を向上


(６) プロパー化、非公務員化により「自律性・機動性の高い法人運営体制」を確立


・柔軟な人事制度や採用方法により優れた能力・専門性を有する人材の確保


・実績を適正に評価し、給与等に反映させることにより勤務意欲を向上


(７) 収益を診療機能の充実に活かせるよう「安定的な収支構造」を確立





中期目標の方向性











第2期に向けての主な課題








・新たな政策医療課題への対応





・医師等の医療スタッフの確保





・施設の整備改修や医療機器の更新





・病院経営や医療をめぐる環境変化への対応














３．今後のスケジュール





７～８月�
中期目標・中期計画（素案）の検討�
�
9～10月�
9月議会において素案説明�
�
10～２月�
目標・計画（案）に関する評価委員会の審議　⇒意見聴取�
�
2月�
2月議会に議案上程�
�
3月�
中期目標の策定、中期計画の認可�
�
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